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大学生の保健行動 と健康意識
真 柄 浩
は じめに
「日本人 の健康観」1)によれば,人 生 で最 も大切な もののひ とつに健康があ
る。最近発表 された「健康づ くりに関する意識調査」2)によれば,現 在 の健康状
況 は十分に健康であると答えなが らも,数 々の不安を持 っているというアンバ
ランスさが報告されている。
明治大学文学部学生を対象 とした健康調査 「大学生の健康 に関する意識 と行
動 について」24)によれ ば,健康 については深い関心 を寄せ なが らも運動嫌い,運
動不足 の傾向が指摘 され,健 康 に関する意識の向上 と行動の改善が必要である
としている。 さらに,、女子学生 は男子学生 よ り規則正 しい生活 に心が けている
事が報告されている。 このように,大 学生の健康 に対す る意識や行動 を集団的
に捉 え,現 場 の健康教育 に生かす ことを目的 とした健康調査の実施 は,し ばし
ば我々 に重要な示唆を与 えて くれ る。年齢 ・年代 に応 じた,あ るいは社会人 と
しての保健理論の実践,健 康的な生活 の実践が どのように行われているのか,
社会的な健康 は身近 な生活習慣の中に意識 と行動 になって現れ る3}と言われて
いる。教室で学んだ理論 を,生 活の場で どの様 に実践 しているかは,健 康教育
に携わるもの としては大いに興味あるところである。そこで,健 康調査 「大学
生の健康 に関す る意識 と行動 について」 を基調 とし,大 学生 の保健に関する行
動や健康 に関する意識な ど新たな視点か ら再び健康調査を行 った。研究方法に
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ついては前調査を踏襲した。本調査では主に1部学生と2部学生の比較に重点
をおいて分折を行い考察を試み,部分的に前調査の結果 も紹介 し,一連の健康
調査の総まとめとして位置づけた6
研究方法
健康に関する調査は明治大学文学部学生を対象に質問紙無記名法で行われた。
平成元年度 と2年度前期分の保健理論 ・体育実技受講生に,ほぼ授業の終了す
る期末試験直前の平成元年7月 と平成2年7月 の授業時間中に実施 され,直 ち
に回収 された。調査対象 は有効回答が得 られた,297名であった。次 の項 目につ
いて聞いた。
Q1.あ なたの性別 は?
Q2.あ なたの年齢 は?
Q3.こ の一週間 に朝食 を食べた日は何 日あ りましたか?
Q4.こ の一週間に便通 は毎Hあ りましたか?
Q5.こ の一週間の睡眠時間 は平均 して何時間 ぐらいですか?
Q6.こ の一週間に ぐっす り眠れた 日は何 日あ りましたか?
Q7.こ の一週間に運動(体育の授業 も含 めて)したHは 何 日あ りましたか?
Q8.こ の一週間の運動量 を少ない と思い ますか,多 い と思 いますか?
Q9.こ の一週間et疲れを感 じたHは 何 日あ りましたか?
Q10.この一週間にお酒(ビ ニル,日 本酒,ウ イスキー,ワ インなど)を 飲
んだ日は何 日あ りましたか?
Qll.あなたはタバ コを吸い ますか?
Q12.あなたは自分の体力に自信があ りますか?そ れとも不安があ りますか?
Q13.あなたは自分の健康に自信があ りますか?そ れとも不安があ りますか?
Q14.体を動かす ことが好 きですか?そ れ とも嫌 いですか?
Ql5.あなたは普段,自 分 の健康 に関 して何か心がけてい ますか?
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Q1,2は2つ,Q15は6つ,Q8,12,13,14は7段 階尺度 の7つ,Q3 ,
4i6,7,9,10は0日 ～7日 までの8つ,そ れぞれ選択肢 を用意 した6Q
5,11は時間 と本 数の数 字 を,Q15の その他 で は言葉 を,自 由 に記入 して もら
った。
質 問紙 の作成 にあたって は,過 去 に行 われ たい くつかの健康調査 票1)`)5}6)。が
参考 に され た。現在 の行動 と意識 が忠実 に記載 され るようい くつ かの注意 を し
た。調査 実施 に際 しては,次 の文章 を記載 しまた調査実施者 が朗 読 した。
「この調査 の 目的 は,・健康 に関す る行動 と意識 を集 団的 に把 握す るこ とです。
従 って貴 方の個 人 データが公表 される こ とはあ りませ ん。 また,無 記名 です か
ら秘 密 は厳守 され ます。 ですか ら,各 質 問 の文章 をよ く読 んで,自 分 が普段 思
った り,感 じた りしてい るこ とをその ま まお答 え下 さい。答 える方法 は適切 な
文章 を まるで囲 んだ り,()の 中に文字 を入 れた りして下 さい」
集計 に当 た って は,パ ー ソナル コン ピュー ターNEC・PC9801VXを用 い,
ソフ トはロー タス1-2-3を 使 用 した。
結果 と考察
調査結 果 は次 の通 りで あった。 ・
Q1.あ な たの性別 は?
Q2.あ なたの年齢 は?
1部男子学 生 は88名,2部 男子学生76名計164名,1部女子学生71名,2部 女
子学 生62名計133名で あった。20歳未満 の1部 男子学生 は32名36.4%,1部女 子
学生31名43.7%,2部男子学生30名39.5%,2部女子学生23名37.1%,20歳以
上 の1部 男 子学生 は56名63.6%,1部女子学生40名56.3%,2部 男子 学生46名
60.5%,2・部 女子学生39名62.9%であった。 この結果 は,平 成2年 現在 の明治 .
大学文 学部 学生 の男女比率 や年齢構成比 率 をほぼ反映 し,LQ3以降 の間 につ い
て集計分折 す る際 の条 件 を満 た してお りなん ら不 都合 はなか った。
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Q3.こ の一週 間 に朝食 を食 べ た 日は何 日あ りま したか?
この一週 間 に毎 日朝 食 を食 べ た1部 男子学 生 は38名43.2%,・1部女子 学生43名
60.6%,2部男子学 生24名32.0%,2部女子学 生28名45.2%であった。、一週 間
に6日 朝食 を食 べ た1部 男子学生 は3名3.4%,1部 女子 学生2名2.8%,2部
男子 学生2名2.7%,2部 女子 学生2名3.2%で あった。以下 同様 に,5日 は10
名11.4%,10名14.1%,8名10.7%,8名12..9%,4日は2名2.3%,3名4.2
%,4名5.3%,3名4.8%,3日 は7名8.0%,7名9.9%,10名13.3%,6名
9.7%,2日 は5名5.7%,4名5.6%,8名10.7%,6名9.7%,1日 は8名9.1
%,2名2.8%,2名2.7%,5名8.1%,こ の一週 間 に朝 食 を1日 も食 べ なか っ
た1部 男子 学生 は15名1・7.0%,1部女子 学生0名0%,2部 男子学生17名22.7
%,2部 女子 学生4名6.5%で あ った。不 明 は1名 で あった。約半数 が毎 日食 べ
てお り,全 く食 べ なか った者 は約一割,残 り四割 が食 べ た り食 べ なか った りと
言 うこ とにな る。 この一割 の朝 食 欠食 者 は決 して少 な くない。朝 食 につ いて は,
確 か に食 べなか った一割 の者 の議論 は重要 で あ るが,食 べ た人 で もその朝 食 の
内容 に まで注 目しな けれ ばな らな い とす る議論 も極 めて重要 で あ る。朝 食 を毎
日 きちん と取 る人 の 中で も約20%の者 はその食事 内容 に問題 が あ る とされて い
る。η 今 回の調 査で は食事 内容 に まで は踏 み込 んで いないが,大学 生 の健 康 に関
す る意識 と行動 を把握 す るため に は避 けて は通れ な いで あ ろう。食 事 の習慣 は
健 康な生活,規 則正 しい生活 と関係 が深 い と言 われ,8}9)10)また,親 元 で生活 し
てい る者 といわゆ る下宿 生活 者 とで は朝食 の摂取率 が極端 に違 うと言 われ てい
る。一 方 に,こ の ころの年代 につ いて はダイエ ッ トな どに関 す る摂食 障害 につ
いて も注意 しなけれ ばな らない。11)朝食 を毎 日取 るもの は女子が男子 より高 い率
をしめ,逆 に朝食 を食 べ ない もの は女子 よ り男子 が高 い率 を示 した こ とは,朝
食 を毎 日取 る ことは女 子 の方 が よ り習慣 化 され てい る と言 え る。設 問15でも男
子 よ り女子 の方 が規 則正 しい生活 をす る よ うに心 が けて い る と言 う結果 が 出て
お り,24)女子学生 が男子学生 よ りも生 活状況 は良好 な状 態 である と言 える。1部
学 生 と2部 学生 の比 較 に於 いて は男女共 に1部 学 生 の朝食 摂取 率が 良か った。
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毎朝 きちん と朝食 を規則正 し く取 る事の大切 さには,も ちろん栄養摂取の重要
性が第一義的に挙げ られ るが,健 康的な生活習慣の差 も大 きい事が言われてい
る。25)深夜遅 くまで起 きている生活習慣では,ゆとりある朝食の時間を捻出する
事 は困難であろうし,ま してや,深 夜遅 くに食事を取 っては,一一日のスター ト
に必要な活力の源 となる朝食 は取れない。r2部学生の場合,大 学か らの帰宅が
深夜 に及ぶ事や,会 社への出勤が極めて早い朝 になることも考 えられ る。 この
様な朝食を取 らない日が継続する事のないように留意する事が必要であろう。
Q4.こ の一週 間 に便通 は毎 日あ りましたか?, .,
この一週 間 に毎 日便 通 の あった1部 男 子学生 は61名70.1%,'1部女子学生24名
34.8%,2部男子学 生53名70:7%,2部女子学生27名45.8%であった。r週 間
に6日 便通 の あった1部 男子学 生 は5名5 .7%,1部 女子学 生1名1.4%,2部
男子学生0名0%,2部 女子学 生1名1.7%で あ った。以下 同様 に,5日 は7名
8.0%,14名20.3%,6名8.0%,,6名10.2%,4日は6名6 .9%,12名17.4%,
8名10.7%,8名13.6%,3日は6名6.9%,15名21.7%,6名8.0%,11名18.6
%,2日 は2名2.3%,2名2.9%,1名L3%,4名6.8%,1日 は0名0%;
1名1.4%,0名0%,2名3.4%で あ った。 この一週 間 に便通 が二 日 もなか っ
た学 生 は2部 男子学生 のみ1名1.4%で あ った。不 明 は7名 で あった。便通が毎
日あ った者 は全 体 の約6割 であ った。 そ の内訳 で,男 性 と女性 の比率 で言 えば
%は 男性,%が 女性 であ った。一般 的 に女子 の便秘 傾 向が指 摘 され てい るが,
この調査 で も確 認 され た。男女 の差 で単純 平均 してみ る と,男子 は一週 間 に6.12
回,女 子 は一 週間 に4.89回便通 が あ った こ とにな る。便通 を健康 に関連 づ けて
考 える ときに,運 動 に注 目 して みた。便 通 と運動 に関 して はかな りの相 関 があ
る と言わ れてい る。12)次の設問 ・運動 を した 日数 とクロス集計 してみたが今 回の
調査 で はその傾 向 を窺 い知 る こ とは出来 なか った。1部 学生 と2部 学生 の比 較
において,男 子学生,女 子 学生 ともに統 計 的 に有為 な差 は認 め られ なか った。
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Q5.こ の一週 間の睡 眠時間 は平均 して何時 間 ぐらいです か?
設 問5の 集計 に あた って は一 時 間未満 の小数 点以 下 は四捨五 入 で処 理 を した。
この結 果,この一週 間 の平 均睡 眠時 間12時間 の学 生 は2部 男子学 生 の み2名2.6
%で あ った。平均 睡眠 時間10時間 は1部 男子学 生1名1」%,1部 女子学 生0名
0%,:2部男子 学生5名6.6%,2部 女 子学生1名1.6%で あった。平 均睡眠 時
間9時 間 は1部 男子学 生4名4.5%,1部 女子 学 生3名4.3%,2部 男子学生5
名6.6%,2部 女 子学 生2名3.2%で あ った。以 下 同様iに8時 間 は18名20.5%,
11名15.7%,16名21.1%,6名9.7%,7時間 は33名37.5%,23名32.9%,12名
15.8%,14名22.6%,6時間 は18名20.5%,15名21.4%,19名25.0%,25名40.3
%,5時 間 は9名10.2%,16名22.9%,12名15.8%,9名14.5%,4時間 は4
名4.5%,2名2.9%,5名6.6%,4名6、5%,3時 間 は1部 男 子 学 生1名1.1
%,2部 女子 学 生1名1.6%で あ った。不 明 は1名 であ っ た。睡 眠 時 間 は5時
間,6時 間,7時 間,8時 間 に集 中 してお り,平 均睡 眠時 間 は6.62時間 であ っ
た。男 女差 は認 め られず男 子6.81時間,女 子6.38時間で あ った。 何 れ におい て
も,同 年代 の者 に睡眠時 間7時 間 あ るい は8時 間 は必 要 とされ てい るが,大 き
く下 回 った。 睡眠 は絶対 的 な睡眠時 間 も必 要 で あ るが,そ の内容 や,目 覚 めの
爽快感 も大切 な要 因で ある。 これ を ぐっす り眠 れた かの問 いで聞 い た結 果,一
週 間 に4.71日ぐっす り眠 れ た と答 えてい る。 男子 が4.67日,女子 が4.76日で僅
か で はあるが女子 の方 が多 か っ た。 これ も,女 子 が規則 正 しい生 活 を送 る よ う
に心 が けて い る ことや,'朝食 を きちん と取 る こ とを心 が けて い る こ と大 い に関
係 が ある と考 え られ る。1部 学生 と2部 学 生 の比 較 において,2部 男 子学生 の
十分 な睡眠傾 向が見 られ るが,い ずれ も統 計 的 に有為 な差 はみ られ な か った。
Q6.こ の一週 間 に ぐっす り眠れ た 日は何 日あ りま したか?
この・一・一週 間 に毎 日 ぐっす り眠 れ た1部 男 子学 生 は37名42.0%,1部女子 学生36
名50.7%,2部 男子学 生26名34.7%,2部女 子学 生20名32.3%であ った。一週
間 に6日 ぐっす り眠 れ た1部 男子 学 生 は6名6.8%,1部 女子学 生2名2.8%,
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2部 男子学生2名2.7%,2部 女子学生.1名1.6%であ った。 以下 同様 に,5日
は9名10.2%,7名9.9%,10名13.3%,8名12.9%,4日 はユ2名13.6%,6名
8.5%,6名8.0%,6名9.7%,3日 は13名14.8%,-13名18.3%,9名12.0%,
9名14.5%,2日 は6名6.8%,5名7 .0%,8名10.7%,8名12.9%,1日 は
3名3.4%,1名1.4%,9名12.0%,7名lL3%で あった。 この一 週 間 に ぐっ
す り眠れ た日が一 日 もなかった1部 男子 学生 は2名2 .3%,1部女子 学 生1名1.4
%,2部 男子学生5名6.7%,2部 女子 学生3名4 .8%であった。不 明 は1名 で
あった。1部 学生 と2部 学生 の比 較 において,男 子学生,女 子学 生 ともに1部
の学 生 の方が ぐっす り眠れ た 日が多 く,2部 学 生 の方が少 なかった。差 の検 定
にお いてその有 意性 は認 め られなか った。
Q7.こ の一週 間 に運動(体 育 の授 業 も含 めて)し た 日 は何 日あ りま したか?
この一週 間 に毎H運 動 を した1部 男 子学生0名0% ,1部 女子 学 生 は3名4.3
%,2部 男 子学生15名19.7%,2部女子学 生3名4.8%で あ った。一一・t週間 に6日
運動 を した学 生 は2部 男子学生 の み2名2.6%で あ った。一週 間 に5日 運動 を し
た1部 男子 学生 は1名1.1%,1部 女子 学 生1名1 .4%,2部 男 子学 生3名3.9
%,2部 女 子学生0名0%で あ った。以 下 同様 に,4日 は9名10.2%,3名4.3
%,0名0%,0名0%,3日 は19名21.6%,ll名15.7%,8名10.5%,5名
8.1%,2日 は20名22.7%,17名24.3%,7名9.2%,i3名21.0%,1日は36名
40.9%,28名40.0%,29名382%,34名54.8%であ った。 この一週 間 に運 動 し
た日が一・-i口もなか った1部 男子学生 は3名3 .4%,1部女子学 生7名10.0%,2
部男 子学生12名15.8%,2部女子学 生7名U.3%で あ った。不 明 は1名 であ っ
た。運動 を した 日は一週 間 に1日 と答 えた者 が約半 数 の42.9%V.〉た。 この設 問
は大学 で の体 育 の授業 も含 む としてい るので,こ れ を除 くと47.5%の者 しか積
極 的 に体 を動か してい る ことにな らない。 特 に注 目 され る ことは,9.76%の者
が,こ の一週 間 に体育 の時 間 を も含 めて も尚,一 度 も運 動 を して いな い こ とで
あ る。 一週 間 に2回,最 低 限二週 間 に一度 の割合 で体 を動 か さな けれ ば,身 体
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の筋力は増強 され るどころか,現状 の筋量 よりも低 トすると言われている。叫 こ
の調査では,こ こ一週 間 しか解 らないが,特 に注 目された9.76%の者が,こ こ
二週間やここ一 ケ月の期間に広 げた場合で も,急 に運動 をした とは考 えに くい。
それを裏づけるものは,設 問14の運動嫌 いの傾向や,設 問8・ 少ない運動量 を
十分であるとする回答な どである。意識 の向上 と,よ り積極的な体作 りや運動
が必要 と思われる。単純集計 をしてみる と,全体 で は,一 週間に1.97日運動 を
していた。男子 は一週間に平均2.16日運動 をしてお りジ女子 は男子 より幾分少
な くL73日運動 をしたことになるが,大 学生の運動量 として は決 して多 くはな
い。図1に,・この一週間 に運動 した 日を示 した。1部 学生 と2部 学生の比較 に
おいて,男 子学生,女 子学生 ともに2部 の学生の方 は運動 した日が少 なかった。
コバー ト・ベイ リー著 「フィッ トorファッ ト」26)に運動 と労働の違いについて
詳 しく述べ られている。仕事が忙 しいか ら運動 は必要でない とか,重 労働 を し
てい るか ら運動 は十分だ とする人への反論 として述 べ られている。,2部学生の
中には,昼 間 を会社勤務 に当てている者やフ リー ・アルバイター として学業 と
の両立 を心がけている者 も少 な くない。 この様 な学生 に対 して,2部 の体育実
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技の授業が健康のための運動 をする受け皿の一つ として機能 しな くてはな らな
いであろう。スポーツ活動への参加 と産業の景況の関係川 に言及す るまで もな
い 。 ・`ノ
Q8.こ の一週 間の運 動量 を少 ない と思い ますか,多 い と思い ますか?・
この一週 間の運動量 を非 常 に多 い と答 えた1部 男子学生 は0名0%,・1部 女子
学生20名28.2%,`2部男子学生17名22.4%,2部女子学生25名40.3%であ った。
か な り多 い と答 えた1部 男子学生 は0名0%,1部 女子学生15名21.1%,2部
男子学生12名15、8%,2部女子学 生11名17.7%であ った。や や多 い と答 えた1
部男 子学生 は3名3.4%,1部 女子学生13名18.3%,2部男 子学生18名23.7%,
2部女子学生15名24.2%であった。適度で あると答 えた1部 男子学生 は21名23.9
%,1部 女子学生16名22.5%,2部男子22名28.9%,2部女子学 生9名14 .5%
であ った。や や少 ない と答 えた1部 男子学 生 は22名25.0%,1部女 子学生4名
5.6%,2部男子 学生2名2.6%,2部 女子学生1名1 .6%であつ た。:かな り少 な
い と答 えた1部 男子学生 は27名30.7%,1部女子学生3名4L2%,2部 男子学生
2名2.6%であ った。非 常 に少 ない と答 えた1部 男子学生 は15名17.0%,2部男
子 学生3名3.9%,2部 女子学生1名1.6%で あ った。 この一週間 に1.97日体 を
動 か した運動量 を適度 とした者 は,22.9%であ った。非 常 に少 ない,か な り少
ない,や や少 な い と答 えた者 は,4分 の1を 超 える26.9%であった。逆 に,こ
の運 動量 を非常 に多 い,か な り多い,や や多 い としてい る者 は,50.17%であ っ
た。=男子が30.49%,女子 が74.43%であ った。1部 学生 と2部 学 生 の比 較 にお
いて,男 子学生,女 子学生 ともに この1週 間の運 動量 を少 ない と思 う学生 の割
合 は1部 学生 の方が多か った。男子学生 にのみ1%の 水準 で統計 的 に有 為 な差
が あ った。 「'
Q9.こ の・1-一・週 間 に疲 れ を感 じた 日はあ りましたか?
この一週 間 に毎 日疲 れを感 じた1部 男子学生 は27名30.7%,・1部女子学生17名
一一69一
24.3%,2部男子 学生37名48.7%,2部女 子学生34名54.8%であった。一週 間
に6日 疲れ を感 じた1部 男子学生 は4名4.5%,1部 女 子学生2名2.9%,2部
男子学 生1名1.3%,2部 女子学生1名1.6%で あった。以下 同様 に,5日 は6
名6.8%,9名12.9%,8名10.5%,3名4.8%,4目 は3名3.4%,11名15.7
%,6名7.9%,3名4.8%,3日 は16名18.2%,10名14.3%,8名10.5%,8
名12.9%,2口は16名18.2%,13名18.6%,6名7.9%,7名11.3%,1日は7
名8.0%,3名4.3%,5名6.6%,5名8.1%で あった。 この一一週 間 に疲 れ を感
じた 日が一 日 もなか った1部 男子学生 は9名10.2%,1部 女子学生5名7。1%;
2部男子学生5名6.6%,2部 女子学生1名1.0%で あ った。 次 の設 問で は,こ
の一週 間で疲 れ を感 じた 日を聞 いた。平均4.4日疲労 を感 じた と答 えて いる。男
子 は4.34日,女子 は4.49日で あ った。実際 に女子 は男子 よ りも運 動 を した 日 は
少 ないが,・この運動量 を適 度か十分 であ る と答 え,し か もよ り疲 れ を感 じてい
るこ とは興味深 い こ とで ある。有痛 感 を持 って診察 を受 けるの は男子 よ り女子
の方 が率 として高 い と言 われ,自 分 の健康 チ ェ ック,体 の変化 に は女 性の方が
敏感 で ある ことが影響 してい るのか もしれ ない。 図2は この一週 間 に疲れ を感
じた 日を示 した。1部 学生 と2部 学 生の比 較 にお いて,男 子学生,女 子学生 と
もに2部 学生 の方 に疲れ を感 じた 日が多 い傾 向がみ られ た。差 の検 定 において
は女子学生 にのみ統 計的 に有為 な差 がみ られ た。
Q10,こ の 一 週 間 に お 酒'(ビ ー ル,日 本 酒,ウ イ ス キ ー,ワ イ ン な ど)を 飲 ん
だ 日 は何 日 あ り ま し た か?・
この 一 週 間 に 毎 日 お 酒 を飲 ん だ1部 男 子 学 生 は1名1 .1%,1部 女 子 学 生0名0
%,2部 男 子 学 生8名10.5%,2部 女 子 学 生1名1.6%で あ っ た 。 こ の 一 週 間 に
6日 お 酒 を 飲 ん だ1部 男 子 学 生 は0名0%,1部 女 子 学 生0名0%,2部 男 子
学 生1名1.3%,2部 女 子 学 生0名0%で あ っ た 。 以 下 同 様 に,5日 は1名1 、1
%,1名1.4%,0名0%,1名1.6%,4日 は2名2.3%,4名5.6%,1名1 .3
%,1名1.6%,3日 は15名17.0%,10名14.1%,9名11.8%,2名3.2%,2
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図2こ の1週 間 に疲 れ を感 じた日
日は20名22.7%,14名19.7%,10名132%,6名9.7%,1日 は25名28.4%,18
名25.4%,15名19.7%,18名29.0%であ った。 この一週 間 にお酒 を1日 も飲 ま
なか った1部 男子 学生 は24名27.3%,1部 女 子学生24名33.8%,2部男子 学 生
32名42.1%,2部女子 学生33名53.2%であっ た。飲 酒 につい て,こ の一 週 間 に
お酒 を飲 ん だ者 は61.9%であ った。男 子 は65.9%の飲 酒率 で,女 子 は57.14%の
飲 酒率 で あ った。飲 酒者 は この一 週 間 に2.21日お酒 を飲 んでい た。 男女 の 内訳
は男子2.39日,女子1.96日で あ った。飲 酒 につ いて は,習 慣性 をよ り少 な くす
るた めや,肝 臓 の機能 を低下 させ ないた めに も一週 間 に一度 の お酒 を飲 まな い,
肝 臓 を休 め る 日,休 肝 日を設 ける こ とが必 要 とされ てい るが,現 在 で はその 日
が二 日,あ るい は三 日 とされ てい るが,こ の結 果 か らす れ ば良好 な状 態 で あ る
と言 え る。
Q11.あなた はタバ コを吸 い ますか?
タバ コを吸わ な い と答 えた1部 男 子学生 は58名65.9%,1部 女子 学生66名94.3
%,2部 男 子学生37名49.3%,2部女 子学 生59名95.2%であ った。 吸 うと答 え
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た1部 男子学 生 は30名34.1%,1部女子 学生4名5.7%,2部 男 子学生38名50.7
%,2部 女子学 生3名4.8%で あ った。1部 男子学生喫煙者 の一 日に吸 う本 数 は
40本が1名1.1%,30本2名2.3%,25本1名1.1%,20本12名13.6%,15本2名
2.3%,10本2名2.3%,7本2名2.3%,5本3名3.4%,3本3名3.4%,2本
1名1.1%,1本1名1.1%で あっ た。1部 女子学生喫煙 者 の それ は20本が1名
1.4%,10本1名1.4%,7本が1名1.4%,1本1名1.4%で あった。2部 男子
学生 喫煙者 の それ は40本が2名2.7%,30本1名1.3%,25本3名4.0%,20本18
名24.0%,15本7名9.3%,10本5名6.7%,7本1名1.3%,2本1名1.3%で
あ った。2部 女子 学生喫煙 者 のそれ は20本1名1.6%,15本1名1.6%,2本1
名1。6%であ った。不 明 は2名 であった。タバ コは25.4%の者 が吸 っていた。男
子 の喫煙率 は4L7%,女 子 の喫 煙率 は4.55%であった。喫煙 本 数 は一 口16.32本
であ った。 男子 は17.13本,女子 は8.6本で あった。 飲酒 や喫煙 に関 しては,一
般 に言 われ てい る割 合 よ りか な り低 く,か な り良好 な状 態 で あ る と言 える。 し
か しなが ら,こ れ らの行為 は日本 において20歳未満 の者 に は法律上 は禁 止 され
て い るこ ともあ って,信 頼 度 の高 い情 報 を得 るこ とは必 ず し も容易 な ことで は
ない。14}特に これ らの項 目について は,得 られ た情 報 に満足 す るこ とな しに,絶
えず 内容 に まで立 ち入 って考察 し,横 断的,縦 断的 さ らに継 続的 な調査 が必 要
で あ る ことを示 唆 してい る と思われ る。 当然,飲 酒 や喫煙 が許 され るのは20歳
を過 ぎてか らで ある。社 会 の風潮 として未 成年 の大 学生 も,社 会人 の 中の,更
に大枠 の大学生 の範鴫 に属 し,そ れ らの行 為が 容認 され て い る傾 向 にある。 こ
の事 は教 育 の場 におい て は積極 的 に支持 す る立場 を取 る事 が で きない。 あ くま
で も 未 成 年 者 の 飲 酒 の 害 に つ い て 啓 蒙 し て 行 か な け れ ば な ら な
い。15)16)17)18)19)20)21)22}23)図3に1部学生 と 部 学生 を男子学 生 と女子学 生 に分 け
て この一週 間の飲酒率 と,こ の一週 間 の喫煙率 をクロス集計 させ て図示 した。
ここで は飲酒 と喫煙 を どち ら も嗜 む学生 に注 目 した。男子 学生 は2部 に,女 子
学生 は1部 に多 か った。 しか しなが ら,そ の差 は統計的 に有為 とは言 えなか っ
た。
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図3飲 酒 と 喫 煙
Q12.あなた は自分 の体力 に自信 が あ りますか?そ れ とも不 安が あ りますか?
自分 の体 力 に非 常 に自信が あ る と答 えた1部 男子学生 は3名3'.4%,1部女子学
生3名4.2%,2部 男子学生4名5.3%,2部 女 子学 生4名6 .6%であ った。かな
り自信 が ある と答 えた1部 男子学 生 は11名12.5%,'1部女子学生7名9 .9%,2
部男子学 生6名7.9%,2部 女子 学生6名9.8%で あった。や や 自信 が ある と答
えた:f部男子学 生 は29名33.0%,1部女子学 生18名25.4%,2部男子学生22名
28.9%,2部女子 学生16名26.2%であ った。 どち らで もない と答 えた1部 男 子
学生 は13名14.8%,1部女子学生13名18.3%,2部男子学 生13名17.1%,2部
女子学 生20名32.8%であった。少 し不安であ ると答 えた1部 男子学 生 は20名22.7
%,1部 女子学生17名23.9%,2部男 子学生20名26.3%,2部女子学生8名13 .1
%で あ った。か な り不安 で あ る と答 えた1部 男子学生 は9名10.2%,1部 女子
学生10名14.1%,2部男子学 生5名6.6%,2部 女子学生5名8.2%で あ った。
非 常 に不安 であ る と答 えた1部 男子学生 は3名3.4%,1部 女子学生3名42%,
2部男 子学生6名7.9%,2部 女子学生2名3 .3%であ った。不 明 は1名 であ っ
た。1部 学 生 と2部 学生 の差 におい て,自 分 の体 力 に自信 のあ る学生 は男子学
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生 は1部 に,女 子学生 につい て は2部 に多 かった。
Q13.あな たは自分 の健康 に 自信 が あ りますか?そ れ とも不安 があ りますか?
自分 の健康 に非常 に 自信が あ ると答 えた1部 男子学生 は6名6.8%,1部 女子学
生2名2.8%,2部 男子学 生7名9.2%,2部 女子 学生2名3.2%で あった。か な
り自信 が あ る と答 えた1部 男子学生 は21名23.9%,1部女 子学生3名4.2%,2
部 男子 学生6名7.9%,2部 女子 学生4名6.5%で あ った。 やや自信 が ある と答
えた1部 男子 学生 は14名15.9%,1部女子学 生16名22.5%,2部男子学 生25名
32.9%,2部女子学生24名38.7%であった。 どち らで もな い と答 えた1部 男子
学 生 は17名19.3%,1部女子 学生12名16.9%,2部男子学 生10名13.2%,2部
女 子学 生 ユ0名16.1%であった。少 し不安 であ ると答 えた1部 男子学生 は21名23.9
%,1部 女子 学生18名25.4%,2部男子学生18名23.7%,2部女子学生13名2LO
%で あ った。かな り不安 で あ る と答 えた1部 男子学 生 は4名4.5%,1部 女子学
生18名25.4%,2部男 子学生6名7.9%,2部 女子学 生6名9.7%で あ った。非
常 に不安 であ る と答 えた1部 男子学生 は5名5.7%,1部 女子学生2名2.8%,
2部男子 学生4名5.3%,2部 女子 学生3名4.8%で あ った。 自分 の体 力 に自信
が ある者 は,43.58%,どち らで もな い19.93%,不安 で ある とした者 は36.48%
で あった。男女 の差 で は,男 子45.7%女子40.91%の者 が 自分 の体 力 に 自信 があ
る と答 えてお り,不安 で あ る と答 えた者 は男子38.41%女子34.1%,どち らで も
ないが男子15.85%女子25.0%であ った。男子 は女子 よ り自分 の体 力 に 自信 を持
ってい るが,不 安 も多 い。自分 の健 康 に自信が あ る と答 えた者 が43.77%,不安
で あ る と答 えた者 が39.73%,どち らで もない と答 えた者が16.50%であ った。
男 子 と女子 の差 で は,自 信が あ ると答 えた者 が男子48.17%女子38.35%であ っ
た。不安 であ る と答 えた者が男子31.5%女子45.1%,どち らで もない と答 えた
者 が男子16.46%女子16.54%であった。 女子 よ り男子 の方が,自 分 の健康 に 自
信 が あ り,不 安 も少 ない と答 えて い る。 この結果 か ら言 え る ことは,男 女 で体
力 と健康 について の捉 え方が違 ってい る ことで ある。 この こ とは,基 本的 な男
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女における人生観の考え方の差,あ るいは意識や行動の差が現れていると言 え
るのか も知れない。飲酒やタバ コの習慣,運 動や睡眠の不足,不 規則にな りが
ちな生活習慣な どが男子学生に,生 理的な憂壁さや不快感,便 秘傾向にあるこ
と,精 神的な抑圧感 などが女子学生に作用 した と考 えることもで きる。2部 男
子学生は1部 男子学生に比べて,健 康に自信のある者 も,不安 を持 っている者
も両方多かった。女子学生 は2部 学生の方が健康 に自信 を持 っている者が多 く,
不安を持 っている者が少 ない傾向があった。
Ql4.体を動かす こ とが好 きですか?そ れ とも嫌 いですか?
体 を動かす ことを非常 に好 き と答 えた1部 男子学生 は17名19.3%,2部 男子学
生2名2.6%,2部 女子学生3名4 .8%であった。か な り好 き と答 えた1部 男子
学生 は26名29.5%,1部女 子学生1名1.4%,2部 女子学生3名4 .8%であ った。
やや好 きと答 えた1部 男子学 生 は19名21.6%,1部女子学生3名42%,2部 男
子 学生3名3.9%,2部 女子学生7名11 .3%であ った。どち らで もない と答 えた
1部男子学生 は13名14.8%,1部 女子学 生2名2.8%,2部 男子 学 生10名13.2
%,2部 女子学生9名14.5%であった。 やや嫌 い と答 えた1部 男 子学生 は8名
9.1%,1部女子 学生26名36.6%,2部男子学 生25名32.9%,2部女 子学 生17名
27.4%であった。か な り嫌 い と答 えた1部 男子学生 は3名3 .4%,1部女 子学生
30名42.3%,2部男子学生20名26.3%,2部女子学生15名24.2%であった。 非
常 に嫌 い と答 えた1部 男 子学生 は2名2.3%,1部 女子学生9名12 .7%,2部男
子学生16名21.2%,2部女 子学 生8名12.9%であ った。体 を動か す こ とが好 き
と答 えた者 は28.3%,嫌い と答 えた者 は60.3%,どち らで もないが11.44%であ
った,男 女差 でみ る と,好 きが男 子 は40.9%,女子 は12.7%,嫌いが男子45.12
%,女 子78.95%であ った。 どち らで もないが男子14.0%女子8.27%であった。
図4は 身体 を動 かす事 が好 きか嫌 いか をま とめた もので ある。1部 学生 と2部
学 生 の差 に,男 子学生,女 子学 生,双 方 に統計的 な有為性 が あった。
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Q15.あなたは普段,自 分の健康 に関 して何か心がけていますか?
この設問に関 して は複数回答 も良 しとし,回 答総数 は411であった。 その結果,
1部男子学生で最 も多かったのが,十 分な睡眠 を取 るようにしているで36名,
次に,気 分転換 をしている21名,思い悩 まないようにしている19名,栄養のバ
ランスを考 えている17名,運動するようにしている16名,規則正 しい生活 をし
ている6名,の 順であった。 その他は何 も心がけないな ど14名であった。1部
女子学生で最 も多かったのが,十 分な睡眠 を取 るようにしているで31名,次に,
栄 養 のバ ランス を考 えてい る24名,運 動 す る ように して いる11名,思 い悩 まな
いように しているIO名,規則正 しい生活 をしている8名,気 分転換 をしている
7名の順であった。その他 は特 にな しなど4名 であった。2部 男子学生で最 も
多かったのが,栄 養のバ ランスを考 えているで23名,次に,思 い悩 まないよう
にしている19名,気分転換をしている17名,十分な睡眠を取 るようにしている
15名,運動するようにしている14名,規則正 しい生活 をしてい る4名,の 順で
あった。その他 は特 になしな ど13名であった。2部 女子学生で最 も多か ったの
が,栄 養のバ ランスを考 えてい るで25名,次に,十 分 な睡眠を取 るように して
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いる17名,思い悩 まないようにしている11名,気 分転換 をしている10名,規則
正 しい生活 をしている9名,運 動するようにしている3名 ,の順であった。 そ
の他 は清潔にしているなど7名 であった。その他で特に注 目された ものは,食
べ過 ぎ ・飲酒 ・タバ コへの配慮,ス トレスなど精神的な健康への関心の高さで
あった。健康への関心 はが十分 な睡眠一位,続 いて栄養のバ ランス,思 い悩 ま
ない,気 分転換,運 動 の励行,そ の他,規 則正 しい生活 となっていた。
要 約 .
明治大学文学部1部 男子学生88名,1部女子学生71名,2部 男子学生76名,
2部女子学生62名,合計297名を対象にして,大学生 の保健に関する行動や健康
に対する馴 繰 団的に捉え躍 鰍 育の嚇 噂 することを目的ζし醜 康
調査 を行 った。調査 は質問紙法 ・無記名で行 い,分 析 に当たって は1部 学生 と
2部学生の差 について関心 を寄せて行 った。
その結果・運動嫌 い・運動不足 の傾向にあることが指摘 された。 この傾向は
2部男子学生に強い。保健に関する行動 の改善や健康 に関する意識 の向上が成
されなければならないであ ろう。女子学生が男子学生 よりも,よ り規則正 しい
生活に心がけていることが窺われた。疲労 ・睡眠 ・朝食 などの項 目で2部 男女
学生に同 じ様 な傾向が見 られた。健康 と体力 についての捉 え方に,男 子学生 と
女子学生 の違いが見 られた。飲酒 と喫煙に関 しては良好 な状態が報告されたが,
今後 とも継続的な調査が望 まれる。
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